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「
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
生
命
で
す
。」

（
北
條
民
雄
『
い
の
ち
の
初
夜
』〔
改
版
〕
四
六
頁
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
二
〇
年
））

序

　

二
〇
一
八
年
に
旧
優
生
保
護
法
の
強
制
不
妊
問
題
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
仙
台
地
裁
で
提
起
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
二
〇
一
九
年
の

旧
優
生
保
護
法
補
償
法（

（
（

に
基
づ
く
一
時
金
の
補
償
が
支
払
わ
れ
た
後
も
訴
訟
が
各
地
で
提
起
さ
れ
、
下
級
審
レ
ベ
ル
で
は
違
憲
判
断

を
下
し
た
り
除
斥
期
間
を
排
除
し
た
り
す
る
判
決
が
登
場
し
て
い
る（

（
（

。
地
裁
の
中
に
は
強
制
不
妊
の
罪
業
を
厳
し
く
問
う
判
断
も
あ

り
、
二
〇
一
九
年
の
仙
台
地
裁
判
決
は
「
旧
優
生
保
護
法
は
、
優
生
上
の
見
地
か
ら
不
良
な
子
孫
の
出
生
を
防
止
す
る
な
ど
と
い
う

理
由
で
不
妊
手
術
を
強
制
し
、
子
を
産
み
育
て
る
意
思
を
有
し
て
い
た
者
に
と
っ
て
そ
の
幸
福
の
可
能
性
を
一
方
的
に
奪
い
去
り
、

個
人
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
誠
に
悲
惨
と
い
う
ほ
か
な
い（

（
（

。」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

　

国
会
も
た
だ
座
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
改
め
て
こ
の
問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
調
査
に
乗
り
出
し
、
衆
議
院
と
参
議
院
が
共

同
で
旧
優
生
保
護
法
補
償
法
二
一
条
の
規
定（

（
（

に
基
づ
く
調
査
報
告
書（

（
（

を
作
成
し
、
二
〇
二
三
年
六
月
に
両
院
議
長
に
提
出
し
た
。
こ

の
中
に
は
諸
外
国
の
優
生
政
策
を
考
察
し
た
調
査
報
告
が
あ
り
、
か
つ
て
優
生
思
想
が
興
隆
し
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
当
初
、
政
治
、

社
会
、
学
界
、
そ
し
て
司
法
ま
で
も
が
優
生
思
想
に
基
づ
く
強
制
不
妊
を
肯
定
的
に
解
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（
（

。
も
っ
と
も
、

司
法
の
判
断
を
丹
念
に
分
析
す
る
と
、
強
制
不
妊
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
問
題
は
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
転
回
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。
下
級
審
レ
ベ
ル
で
は
早
い
段
階
か
ら
違
憲
判
断
が
相
次
い
で
い
た
が
、
連
邦
最
高
裁
は
強
制
不
妊
を
合
憲
と
す
る
判
断
を
下
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
連
邦
最
高
裁
も
強
制
不
妊
が
自
由
や
平
等
と
衝
突
す
る
と
判
断
す
る
に
至
り
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
問
題
が

自
己
決
定
や
尊
厳
と
接
合
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
様
々
に
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
二
〇
二
二
年
のD

obbs v. 
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Jackson W
om

en’s H
ealth O

rganization

連
邦
最
高
裁
判
決（

（
（

が
中
絶
の
権
利
を
否
定
し
て
以
来
、
ア
メ
リ
カ
で
は
中
絶
問
題
が

物
議
を
醸
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
産
児
制
限
運
動
が
優
生
思
想
と
結
び
つ
き
な
が
ら
展
開
し
た
り
、
選
択
的
中
絶
も
優
生
思
想
に
つ

な
が
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
中
絶
問
題
を
考
え
る
際
に
も
優
生
問
題
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
優
生
政
策
に
関
す
る
判
例
法
理
の
展
開
を
考
察
し
、
優
生
政
策
の
憲
法
問
題
を
考
え
る

上
で
の
予
備
的
考
察
と
し
た
い
。

Ⅰ　

優
生
思
想
の
展
開
と
強
制
不
妊
の
法
制
化

1　

優
生
思
想
の
流
行
と
法
制
化

　

一
般
に
、
優
生
思
想
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
英
語
の
「
優
生
学
」（eugenics

）
と
い
う
言

葉
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、
進
化
論
を
提
唱
し
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（Charles D

arw
in

）
の
親
戚
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
ゴ
ル
ト
ン

（Francis Galton

）
で
あ
っ
た（

（
（

。
ゴ
ル
ト
ン
は
一
八
六
九
年
に
優
生
学
に
関
す
る
書
籍
を
出
版
し
、
才
能
が
遺
伝
す
る
こ
と
を
示
し

た
。
ゴ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
内
科
的
・
精
神
的
に
将
来
世
代
の
人
種
的
質
を
改
良
し
て
社
会
を
進
歩
さ
せ
る
こ
と
が
優
生
学
の
内
容

で
あ
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
厳
選
す
る
こ
と
が
遺
伝
的
な
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
指
摘
す
る
な
ど
、

遺
伝
的
改
良
の
方
法
を
提
示
し
た
。

　

こ
う
し
た
発
想
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
南
北
戦
争
後
、
ア
メ
リ
カ
は
産
業
革
命
を
迎
え
、
労
働
の
担
い

手
と
し
て
多
く
の
移
民
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。
産
業
社
会
へ
の
変
貌
と
移
民
増
加
に
よ
り
、
社
会
に
は
食
料
不
足
や
衛
生
悪
化
の

不
安
が
生
じ
る
中
、
優
生
思
想
は
そ
の
打
開
策
を
切
り
拓
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
才
能
を
持
つ
人
材
の
登
場

や
人
口
調
整
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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と
り
わ
け
、
優
生
思
想
に
目
を
付
け
た
各
財
団
は
次
々
と
研
究
所
を
設
け
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
優
生
学
記
録
局

（Eugenics Record O
ffi

ce

）
や
人
種
改
良
財
団
（Race Betterm

ent Foundation

）、
ゴ
ル
ト
ン
協
会
（Galton Society

）
な
ど
が

設
立
さ
れ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
（M

argaret Sanger

）
が
産
児
制
限
運
動
を
展
開
し
、
優
生
思

想
に
基
づ
く
避
妊
を
説
く
な
ど
、
社
会
運
動
と
し
て
も
展
開
し
て
い
っ
た（

（
（

。

　

こ
う
し
た
理
論
的
・
社
会
的
背
景
に
後
押
し
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
に
は
優
生
目
的
の
去
勢
手
術
が
実
践
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た（

（1
（

。
た
だ
し
、
当
初
は
乱
暴
な
外
科
的
手
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
世
間
の
反
発
も
強
か
っ
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。

し
か
し
、
そ
の
後
は
よ
り
安
全
な
手
法
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
法
律
の
規
制
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た（

（1
（

。

　

ラ
ン
ド
マ
ン
（J.H

. Landm
an

）
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
優
生
思
想
に
基
づ
く
強
制
不
妊
法
は
一
九
〇
七
年
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
法（

（1
（

で

あ
り
、
そ
の
後
、
一
九
〇
九
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
、
一
九
一
一
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
、
ネ
バ
ダ
州
、
一
九
一
二
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
一
九
一
三
年
に
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
、
カ
ン
ザ
ス
州
、
ミ
シ
ガ
ン
州
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
、
一
九
一
五
年
に
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
、
一
九
一
七
年
に
オ
レ
ゴ
ン
州
、
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
、
一
九
二
三
年
に
モ
ン

タ
ナ
州
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
一
九
二
四
年
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
が
制
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
そ
し
て
約
半
世
紀
の
間
に
三
三

の
州
や
準
州
で
立
法
化
さ
れ
る
に
至
っ
た（

（1
（

。

　

一
口
に
強
制
不
妊
と
い
っ
て
も
目
的
に
応
じ
た
種
類
が
あ
り
、
①
治
療
目
的
、
②
人
口
政
策
目
的
、
③
刑
罰
目
的
、
④
優
生
目
的

に
分
け
ら
れ
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
常
に
明
確
に
分
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
じ
規
定
の
中
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。

　

強
制
不
妊
法
の
内
容
は
州
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
多
く
の
州
法
は
、
精
神
病
患
者
に
対
す
る
強
制
不
妊
か
一
定
の
犯
罪
者
に
対
す

る
強
制
不
妊
、
ま
た
は
そ
の
両
方
を
定
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
法
律
の
規
定
を
概
観
し
て
み
る（

（1
（

。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
法
四
六
・
一
二
条（

（1
（

は
、「
精
神
病
患
者
の
強
制
不
妊
」
と
題
す
る
規
定
を
設
け
、
州
の
管
理
委
員
会
が
刑
事
収
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容
施
設
や
精
神
病
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
犯
罪
者
や
精
神
病
患
者
の
心
身
状
態
を
施
設
長
と
と
も
に
診
察
す
る
外
科
医
と
精
神
科

医
を
任
命
し
、
全
員
一
致
で
当
該
人
物
に
対
す
る
強
制
不
妊
が
必
要
で
あ
る
と
診
断
し
た
場
合
、
合
法
的
に
強
制
不
妊
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
定
め
た
。
た
だ
し
、
施
術
の
三
〇
日
前
に
書
面
で
配
偶
者
、
両
親
ま
た
は
監
護
人
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
施
術
は

最
も
安
全
か
つ
効
果
的
な
方
法
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
、
対
象
者
の
認
定
方
法
、
事
前
通
知
や
事
前
聴
聞
の
機
会
や
方
法
、
実
施
審
査
と
実
施
認
定
の
方
法
、
不
妊
施
術
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
州
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
中
に
は
手
続
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
、
そ
の
憲
法
適
合
性
に
問
題
が
あ
る
法
律
も

存
在
し
た
。

2　

連
邦
地
裁
お
よ
び
州
裁
判
所
の
判
断

　

実
際
、
こ
れ
ら
の
州
法
に
つ
い
て
は
そ
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
頻
発
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
連
邦
地
裁
お
よ
び
州
裁
判
所
レ

ベ
ル
で
は
違
憲
判
断
を
下
す
ケ
ー
ス
が
相
次
い
だ（

（1
（

。

　

一
定
の
罪
を
犯
し
た
囚
人
に
対
す
る
強
制
不
妊
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
件
で
は
残
虐
な
刑
罰
の
禁
止
違
反
や
適
正
手
続
違
反
の

問
題
な
ど
が
争
わ
れ
た
。
一
九
一
四
年
のD

avis v. Berry
連
邦
地
裁
判
決（

（2
（

は
、
ア
イ
オ
ワ
州
が
二
回
以
上
の
重
罪
を
侵
し
た
囚

人
に
対
し
て
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
を
強
制
す
る
法
律
を
制
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
対
象
と
な
る
囚
人
が
同
法
の
違
憲
性
を
主
張
し
て
パ
イ

プ
カ
ッ
ト
執
行
の
差
止
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
事
件
で
あ
る
。
連
邦
地
裁
は
、
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
が
残
虐
な
刑
罰（

（2
（

に
当
た
り
、
適

正
手
続（

（2
（

に
反
し
、
ま
た
私
権
剝
奪
禁
止（

（2
（

に
も
反
す
る
と
し
て
違
憲
で
あ
る
と
し
、
差
止
を
認
め
た
。

　

一
九
一
八
年
のM

ickle v. H
enrichs

連
邦
地
裁
判
決（

（2
（

も
ま
た
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
が
残
虐
な
刑
罰
に
当
た
る
と
し
た
。
こ
の
事
件
は
、

レ
イ
プ
犯
罪
に
よ
っ
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
収
監
と
と
も
に
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
命
令
を
受
け
た
た
め
、
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
が
残
虐
な

刑
罰
に
当
た
る
と
し
て
差
止
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
連
邦
地
裁
は
、
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
自
体
は
残
虐
な
も
の
と
は
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い
え
な
い
が
、
そ
れ
を
刑
罰
と
し
て
適
用
す
る
場
合
に
は
残
虐
な
刑
罰
に
当
た
る
と
し
て
違
憲
で
あ
る
と
し
、
差
止
を
認
め
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
最
初
に
強
制
不
妊
法
を
制
定
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
法
律
も
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
二
一
年
の

W
illiam

s v. Sm
ith

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
最
高
裁
判
決（

（2
（

で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
刑
務
官
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
強
制
不
妊
法
に
基

づ
き
囚
人
の
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
を
申
請
し
、
専
門
家
も
そ
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
対
し
、
当
該
囚
人
が
、
反
論
の
機
会

な
ど
必
要
な
手
続
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ

で
は
適
正
手
続
違
反
が
あ
る
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
州
最
高
裁
は
専
門
家
の
判
断
に
対
す
る
反
論
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
を
問
題
視
し
、
適
正
手
続
違
反
で
あ
る
と
し
た
。

　

一
方
、
精
神
病
患
者
に
対
す
る
強
制
不
妊
に
つ
い
て
は
平
等
保
護
と
の
関
係
で
争
わ
れ
た
。
一
九
一
三
年
のSm

ith v. Board 

of Exam
iners of Feeble-M

inded

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
最
高
裁
判
決（

（2
（

で
は
、
精
神
疾
患
等
審
査
委
員
会
（Board of 

Exam
iners of Feeble-M

inded

）
が
州
法（

（2
（

に
基
づ
き
ス
ミ
ス
（A

lice Sm
ith

）
に
テ
ン
カ
ン
の
症
状
が
あ
る
と
し
て
、
強
制
不
妊
を

求
め
る
命
令
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
裁
判
で
そ
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
州
最
高
裁
は
、
州
は
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
に
基
づ
い
て
社
会
福
祉

を
増
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
つ
つ
、
本
件
で
は
精
神
疾
患
や
テ
ン
カ
ン
等
で
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
強
制
不
妊
を
定

め
る
州
法
の
内
容
が
社
会
の
改
善
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
と
し
、
修
正
一
四
条
に
基
づ
く
平
等
は
一
定
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
選
び
出
し
て
規
制
を
行
う
場
合
に
は
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
す
べ
て
を
対
象
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
そ
の
規

制
と
そ
の
区
分
と
の
間
に
合
理
的
関
連
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
州
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
テ
ン
カ
ン
患
者
だ
け
が
社
会
福

祉
に
悪
影
響
を
与
え
る
存
在
で
は
な
く
、
他
に
も
危
険
な
疾
病
が
多
数
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
州
法
の
対
象
は
狭
す
ぎ
る
と

い
う
。
ま
た
、
も
し
社
会
の
改
善
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
収
容
さ
れ
て
い
る
患
者
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
収
容
さ
れ
て
い
な

い
患
者
も
対
象
に
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
州
法
は
そ
れ
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
州
最
高
裁
は
、

本
件
州
法
に
よ
る
区
分
は
合
理
的
根
拠
が
な
く
修
正
一
四
条
の
平
等
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
し
た
。
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一
九
一
八
年
のH

aynes v. Lapeer

ミ
シ
ガ
ン
州
最
高
裁
判
決（

（2
（

は
、
州
の
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
精
神
病
患
者
に
対
し
て
強

制
不
妊
を
認
め
る
ミ
シ
ガ
ン
州
法（

（2
（

が
平
等
違
反
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
強
制
不
妊
の
対
象
者
の
両
親
や
監
護

人
に
裁
判
所
に
異
議
を
申
し
立
て
る
手
続
を
用
意
し
て
い
た
。
本
件
で
は
、
監
護
人
が
裁
判
所
に
異
議
を
申
し
立
て
る
と
同
時
に
、

同
法
が
平
等
に
反
し
て
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
、
裁
判
所
が
そ
の
主
張
を
認
め
た
。
そ
こ
で
施
設
の
医
療
監
督
者
が
強
制
不
妊
の
執

行
を
求
め
て
上
訴
し
、
州
最
高
裁
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
州
最
高
裁
は
、
同
法
が
恣
意
的
な
理
由
で
特
定
の
属
性
に
あ
る
者

や
集
団
に
利
益
ま
た
は
不
利
益
を
課
す
ク
ラ
ス
立
法
（class legislation

）
に
当
た
る
と
し
、
平
等
違
反
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
州

最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
精
神
病
患
者
に
対
す
る
強
制
不
妊
が
適
切
な
方
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
精
神
病
患
者
に
妥
当

す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
本
法
は
収
容
さ
れ
て
い
る
精
神
病
患
者
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
州
最
高

裁
は
、
収
容
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
す
る
合
理
的
理
由
は
見
当
た
ら
ず
、
た
と
え
ば
施
設
に
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
貧
困
な
精
神
病
患

者
が
不
利
益
を
課
さ
れ
る
結
果
に
な
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
差
別
的
な
ク
ラ
ス
立
法
は
平
等
に
反
す
る
と
し
た
。

　

一
九
一
八
年
のIn re T

hom
son

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
決（

（3
（

も
ま
た
平
等
違
反
の
判
断
を
下
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法（

（3
（

は
収
容
さ
れ
て
い
る
精
神
病
患
者
等
に
対
し
て
強
制
不
妊
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
。
知
的
障
害
を

理
由
に
収
容
さ
れ
て
い
た
オ
ズ
ボ
ー
ン
（Frank O

sborn
）
は
、
審
査
委
員
会
か
ら
強
制
不
妊
妥
当
の
決
定
を
受
け
た
。
そ
こ
で
オ

ズ
ボ
ー
ン
は
、
州
法
が
違
憲
で
あ
る
と
し
て
、
永
久
的
に
強
制
不
妊
を
受
け
な
い
こ
と
を
求
め
る
差
止
訴
訟
を
提
起
し
た
。
州
最
高

裁
は
、
州
法
が
強
制
不
妊
に
よ
っ
て
社
会
が
改
善
す
る
と
い
う
前
提
に
疑
問
を
呈
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
そ
の
よ
う
な
考
え

方
は
適
切
な
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
行
使
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
は
本
質
的
に
非
人
道
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（3
（

」。
そ
し
て
州
最
高

裁
は
、
本
件
の
よ
う
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
は
強
制
不
妊
を
受
け
、
そ
う
で
な
い
者
は
強
制
不
妊
を
受
け
な
い
と
す
る
こ
と
は
等
し

い
状
況
に
あ
る
者
を
等
し
く
扱
っ
て
い
な
い
と
し
、
修
正
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
に
反
す
る
と
し
た
。

　

以
上
の
ケ
ー
ス
以
外
に
も
違
憲
判
断
を
下
す
事
例
が
あ
り（

（3
（

、
当
時
、
少
な
く
と
も
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
は
優
生
政
策
の
実
施
に
つ
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い
て
残
虐
な
刑
罰
、
適
正
手
続
、
平
等
の
観
点
か
ら
憲
法
上
の
限
界
を
設
け
て
い
た
と
い
え
る
。
当
時
の
優
生
政
策
を
有
力
に
推
進

し
た
ラ
フ
リ
ン
（H

arry H
. Laughlin

）
は
こ
の
時
期
の
優
生
政
策
を
め
ぐ
る
憲
法
訴
訟
を
通
じ
て
一
定
の
憲
法
規
範
が
提
示
さ
れ

た
と
し
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
見
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
優
生
政
策
は
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
こ
と
、
ク
ラ
ス
立

法
は
平
等
違
反
に
な
る
こ
と
、
刑
罰
と
し
て
強
制
不
妊
を
行
う
こ
と
は
残
虐
な
刑
罰
に
当
た
り
許
さ
れ
な
い
こ
と
、
強
制
不
妊
を
実

施
す
る
際
は
適
正
手
続
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る（

（3
（

。

　

も
っ
と
も
、
合
憲
判
断
を
下
す
判
決
も
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
のState v. Feilen

ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
高
裁
判
決（

（3
（

で
は
刑
罰
と
し

て
の
強
制
不
妊
が
残
虐
な
刑
罰
に
当
た
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
。
州
最
高
裁
は
強
制
不
妊
が
簡
易
な
手
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
理

由
に
残
虐
な
刑
罰
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
。

3　

強
制
不
妊
の
合
憲
性

　

一
方
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
連
邦
最
高
裁
は
ロ
ッ
ク
ナ
ー
期
を
迎
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
〇
五
年
のLochner v. N

ew
 

Y
ork

連
邦
最
高
裁
判
決（

（3
（

を
は
じ
め
、
連
邦
最
高
裁
が
実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
く
権
利
を
認
め
、
経
済
的
自
由
を
重
視
す

る
方
向
に
舵
を
き
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
他
面
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
連
邦
最
高
裁
は
修
正
一
四
条
と
ポ

リ
ス
パ
ワ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
に
言
及
す
る
こ
と
が
大
幅
に
増
え
、
そ
の
合
憲
性
を
認
め
る
判
断
も
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え

ば
修
正
一
四
条
に
基
づ
く
実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
法
理
を
打
ち
出
す
前
で
あ
れ
ばSlaughter-H

ouse Cases

連
邦
最
高
裁
判

決
（
（3
（

が
あ
り
、
実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
法
理
を
形
成
し
た
後
の
事
件
で
あ
れ
ばM

uller v. O
regon

連
邦
最
高
裁
判
決（

（3
（

な
ど
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
連
邦
最
高
裁
レ
ベ
ル
で
は
こ
れ
ま
で
の
下
級
審
レ
ベ
ル
の
判
断
と
は
異
な
る
結
果
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　

優
生
政
策
に
絡
む
事
件
で
最
も
有
名
な
の
はBuck v. Bell

連
邦
最
高
裁
判
決（

（3
（

で
あ
る
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
強
制
不
妊
法（

（4
（

は
、
州

の
コ
ロ
ニ
ー
（
身
体
障
害
者
用
の
社
会
福
祉
施
設
）
の
施
設
長
に
対
し
、
コ
ロ
ニ
ー
の
監
督
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
強
制
不
妊
を
行
う
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権
限
を
付
与
し
て
い
た
。

　

キ
ャ
リ
ー
・
バ
ッ
ク
（Carrie Buck

）
は
知
的
障
害
を
持
つ
エ
マ
・
バ
ッ
ク
（Em

m
a Buck

）
の
私
生
児
と
し
て
誕
生
し
、
養
父

母
の
下
で
育
て
ら
れ
た（

（4
（

。
あ
る
と
き
、
バ
ッ
ク
は
養
父
母
の
親
戚
に
レ
イ
プ
さ
れ
て
妊
娠
し
た
た
め
、
そ
れ
が
世
間
に
知
ら
れ
る
の

を
避
け
る
た
め
に
一
七
歳
の
時
に
こ
の
コ
ロ
ニ
ー
に
収
容
さ
れ
、
知
的
障
害
の
診
断
を
受
け
た
。
コ
ロ
ニ
ー
の
監
督
者
は
、
バ
ッ
ク

の
母
親
が
知
的
障
害
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
、
卵
管
切
除
手
術
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
で
彼
女
の
暮
ら
し
が
良
い
も
の
と
な
り
、

社
会
福
祉
も
増
進
す
る
と
考
え
、
強
制
不
妊
を
求
め
る
命
令
を
申
請
し
た
。
同
州
法
は
、
知
的
障
害
者
の
監
護
人
が
命
令
に
対
し
て

訴
訟
を
提
起
す
る
権
限
を
付
与
し
て
い
た
た
め
、
彼
女
の
監
護
人
で
あ
る
シ
ェ
ル
ト
ン
（R. G. Shelton

）
は
強
制
不
妊
が
修
正
一

四
条
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
を
侵
害
す
る
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　

連
邦
最
高
裁
は
、
原
告
が
本
件
で
問
う
て
い
る
の
は
手
続
的
問
題
で
は
な
く
実
体
的
問
題
で
あ
る
と
し
、
法
律
に
強
制
不
妊
を
正

当
化
す
る
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
た
。
ホ
ー
ム
ズ
（O

liver W
endell H

olm
es Jr.

）
裁
判
官
の
法
廷
意
見
は
、
社
会
に

と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
の
子
孫
が
継
続
す
る
の
を
止
め
る
こ
と
は
「
公
共
の
福
祉
」（public w

elfare

）

に
適
う
と
し
、
あ
の
有
名
な
言
葉
を
言
い
放
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
白
痴
は
三
世
代
で
十
分
で
あ
る（

（4
（

」
と
。
以
下
は
そ
の
フ
レ
ー
ズ

が
登
場
す
る
ま
で
の
判
示
部
分
で
あ
る
。

　
「
我
々
は
何
度
も
公
共
の
福
祉
が
市
民
生
活
の
最
善
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
も
し
、
…
…
国
家
の
力
を
弱
め
て
い
る

人
た
ち
に
多
少
の
犠
牲
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
…
…
そ
れ
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。
犯
罪
者
の
堕
落
し
た
子
孫
が
死
刑
に
な

る
の
を
待
っ
た
り
、
低
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
ま
ま
餓
死
す
る
の
を
待
っ
た
り
す
る
よ
り
も
、
明
ら
か
な
社
会
的
不
適
格
者
の
種
が
継
続

す
る
こ
と
を
防
ぐ
方
が
世
界
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
あ
る
。
予
防
接
種
の
強
制
を
認
め
る
原
理
は
卵
管
の
切
断
に
も
及
ぶ
。Jacobson v. 
M

assachusetts, 197 U
. S. 11.

白
痴
は
三
世
代
で
十
分
で
あ
る（

（4
（

」
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こ
こ
で
は
、
実
体
的
問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
審
査
せ
ず
、
規
制
の

根
拠
の
有
無
の
み
を
審
査
し
た
。
そ
れ
は
き
わ
め
て
緩
や
か
な
審
査
で
あ
り
、
規
制
の
合
理
性
の
審
査
す
ら
行
っ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
の
が
、
先
の
三
世
代
フ
レ
ー
ズ
の
直
前
の
引
用
判
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
引
用
し
た
判
決
は
、
強
制
的
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
合
憲
性
に
つ
い
て
明
白
性
の
基
準
を
適
用
し
たJacobson v. M

assachusetts

連
邦
最
高
裁
判
決（

（4
（

で
あ
っ
た
。

Jacobson v. M
assachusetts

判
決
は
、「
…
…
公
衆
衛
生
、
公
衆
道
徳
ま
た
は
公
衆
安
全
を
守
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
は
ず
の
法

律
が
そ
の
目
的
と
現
実
的
ま
た
は
実
質
的
に
ま
っ
た
く
関
係
し
な
い
か
、
基
本
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
権
利
を
疑
問
の
余
地
な
く
、

明
白
に
侵
害
し
て
い
る
…
…（

（4
（

」
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
天
然
痘
の
予
防
接
種
は
公
衆
衛
生
に
ま
っ
た
く
関
係
な
い
と
は
い
え
な
い
と

し
て
合
憲
の
判
断
を
下
し
た
。
そ
の
た
め
、Buck v. Bell

判
決
は
、
強
制
不
妊
の
問
題
は
予
防
接
種
の
問
題
と
同
様
に
公
衆
衛
生

に
関
す
る
事
項
で
あ
る
と
み
な
し
、
き
わ
め
て
緩
や
か
な
基
準
で
合
憲
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ホ
ー
ム
ズ
裁
判
官
の
法
廷
意
見
は
続
け
て
平
等
問
題
に
つ
い
て
も
簡
潔
な
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
原
告
側
は
、
本
件
の
よ

う
な
コ
ロ
ニ
ー
の
中
に
だ
け
規
制
（
強
制
不
妊
）
を
か
け
、
コ
ロ
ニ
ー
の
外
の
世
界
で
規
制
を
適
用
し
な
い
の
は
平
等
に
反
す
る
と

主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
法
廷
意
見
は
、
本
件
州
法
は
一
定
の
境
界
線
を
設
け
、
そ
の
対
象
内
に
お
い
て
平
等
に
適
用
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
手
術
に
よ
っ
て
対
象
者
を
元
の
世
界
に
戻
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
平
等
違
反
の
問
題
は
生
じ
な

い
と
し
た
。
こ
こ
で
も
、
規
制
の
大
枠
ま
た
は
外
観
が
差
別
的
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
見
る
だ
け
で
、
区
別
自
体
の
合
理
性

や
目
的
と
手
段
の
関
係
な
ど
は
審
査
し
て
い
な
い
。

　

本
判
決
は
州
の
強
制
不
妊
法
を
合
憲
と
し
た
た
め
、
判
決
後
、
キ
ャ
リ
ー
・
バ
ッ
ク
は
コ
ロ
ニ
ー
で
強
制
不
妊
の
た
め
の
手
術
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た（

（4
（

。
判
決
が
州
法
を
合
憲
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
強
制
不
妊
手
術
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
を
踏
ま

え
る
と
、
あ
る
意
味
、
判
決
は
不
妊
手
術
を
命
じ
る
結
果
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
強
制
的
に
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
側
か

ら
す
れ
ば
、
身
体
に
対
し
て
手
術
と
い
う
有
形
力
が
行
使
さ
れ
、
重
大
な
機
能
を
喪
失
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
罪
を
犯
し
て
い
な
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い
に
も
か
か
わ
ら
ず
身
体
刑
を
受
け
る
よ
う
な
側
面
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

本
判
決
は
、
多
数
の
少
数
意
見
を
執
筆
し
て
き
た
こ
と
で
知
名
度
が
高
か
っ
た
ホ
ー
ム
ズ
裁
判
官
が
法
廷
意
見
を
執
筆
し
、
バ
ト

ラ
ー
（Pierce Butler

）
裁
判
官
を
除
く
裁
判
官
七
人
が
そ
れ
に
賛
同
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
優
生
政
策
が
最
高

潮
に
達
し
た
と
も
指
摘
さ
れ
る（

（4
（

。
バ
ト
ラ
ー
裁
判
官
は
反
対
意
見
を
付
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り（

（4
（

、
法
廷
意
見
の
論
理
構
造
を

弱
め
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
代
の
強
制
不
妊
が
年
間
二
〇
〇
～
六
〇
〇
件
だ
っ
た
の
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
年

間
二
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
〇
件
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る（

（4
（

。

　

連
邦
最
高
裁
が
こ
う
し
た
判
断
に
至
っ
た
の
は
こ
の
時
代
に
お
け
る
優
生
思
想
の
ま
ん
延
が
あ
る
。
メ
ン
デ
ル
の
法
則
や
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
進
化
論
な
ど
を
経
て
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
で
は
進
化
論
や
優
生
遺
伝
の
思
想
が
広
が
り
、

一
九
世
紀
末
か
ら
続
く
科
学
技
術
の
発
展
や
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
兵
器
開
発
や
国
力
増
強
の
必
要
性
に
よ
り
、
実
験
的
手
法
が

大
い
に
推
奨
さ
れ
、
ま
た
サ
ン
ガ
ー
の
育
児
制
限
運
動
も
優
生
思
想
の
実
験
に
親
和
的
で
あ
っ
た
。
実
際
、
政
界
で
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン

（T
hom

as W
oodrow

 W
ilson

）
大
統
領
、
科
学
界
で
は
エ
ジ
ソ
ン
（T

hom
as Edison

）
な
ど
が
こ
れ
を
推
奨
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
（John Rockefeller

）
な
ど
の
財
界
か
ら
の
手
厚
い
支
援
も
行
わ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
き
わ
め
つ
け
は
医
学
界
で
高
名
で
あ
っ

た
ホ
ー
ム
ズ
裁
判
官
の
父
も
優
生
思
想
を
持
ち
、
白
痴
は
遺
伝
上
の
災
害
で
あ
り
、
病
気
以
上
に
伝
染
す
る
と
話
し
て
い
た
と
さ
れ

る
（
（5
（

。

　

こ
う
し
た
状
況
で
下
さ
れ
た
本
判
決
が
優
生
実
験
の
典
型
で
あ
る
強
制
不
妊
を
認
め
た
の
は
い
さ
さ
か
出
来
す
ぎ
て
い
る
感
も
あ

る
。
つ
ま
り
、
本
判
決
は
強
制
不
妊
の
合
憲
性
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
国
全
体
の
優
生
思
想
へ
の
取
り
組
み
を
司
法
が
自
覚
的
に
後

押
し
し
た
か
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

実
際
、
本
件
は
法
的
に
強
制
不
妊
を
認
め
る
先
例
を
作
る
こ
と
で
優
生
実
験
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
い
う
指

摘
が
あ
る（

（5
（

。
す
な
わ
ち
、
弁
護
士
や
裁
判
官
が
優
生
思
想
よ
り
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
優
生
思
想
を
促
進
す
る
ケ
ー
ス
に
な
っ
た
と
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い
う
指
摘
で
あ
る
。
原
告
が
依
頼
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
（Irving W

hitehead

）
弁
護
士
は
優
生
思
想
の
持
主
で
、
強
制
不
妊
を

求
め
る
側
の
職
務
に
就
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
レ
イ
プ
さ
れ
て
妊
娠
し
た
こ
と
を
隠
す
た
め
に
収
容
さ
れ
た
こ
と
な
ど
訴
訟
に
お

い
て
原
告
側
に
有
利
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
事
実
を
提
示
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る（

（5
（

。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ズ
裁
判
官
だ
け
で
な
く
、
優
生

思
想
に
親
和
的
な
組
織（

（5
（

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
タ
フ
ト
（W

illiam
 H

ow
ard T

aft

）
が
当
時
の
連
邦
最
高
裁
長
官
で
あ
り
、
彼
が
法

廷
意
見
執
筆
者
に
ホ
ー
ム
ズ
を
指
名
し
た
と
さ
れ
る（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
社
会
状
況
に
加
え
て
司
法
ま
で
も
が
優
生
思
想
に
染
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
法
廷
意
見
の
判

断
は
少
な
く
と
も
当
時
と
し
て
は
社
会
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
時
が
経
つ
と
、

そ
れ
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
倫
理
面
に
お
い
て
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
批
判
が
強
く
、
正
義
の
ふ
り
を
し
た

判
断
で
あ
る
と
か（

（5
（

、
あ
ま
り
に
非
常
識
な
判
断（

（5
（

と
非
難
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
判
断
内
容
自
体
は
、
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
州
の
判
断
に
敬
譲
す
る
あ
ま
り
、
か
な
り
粗
削
り
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
判
決
内

容
が
論
理
的
で
な
い
と
も
批
判
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

同
判
決
の
影
響
は
強
制
不
妊
だ
け
で
な
く
、
優
生
思
想
に
基
づ
く
移
民
排
斥
と
連
動
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

（5
（

。
本
判
決
の
三
年
前
に

は
一
九
二
四
年
移
民
法
（Johnson–Reed A

ct

（
（5
（

）
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
急
増
し
て
い
た
東
・
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
移
民
や
ア

ジ
ア
系
移
民
に
つ
い
て
、
年
間
受
け
入
れ
上
限
数
を
一
八
九
〇
年
の
国
勢
調
査
時
に
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
た
各
国
出
身
者
数
を
基

準
と
し
て
、
そ
の
二
％
以
下
に
限
定
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
政
治
部
門
も
司
法
も
優
生
思
想
に
基
づ
く
差
別
的
選
択
を
肯
定
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
当
時
の
状
況
を
考
え
る
と
や
む
を
え
な
い
判
断
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る（

（6
（

。
医
学
界
で
は
白
痴
が
遺
伝
す
る
と

い
う
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
や
社
会
的
に
も
優
生
思
想
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
司
法
が
優
生
思
想
を
覆
す
だ

け
の
判
断
材
料
を
有
し
て
お
ら
ず
、
政
治
部
門
（
州
）
の
判
断
に
敬
譲
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
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し
、
そ
の
言
い
訳
が
通
じ
る
の
は
、
司
法
が
実
体
判
断
を
行
わ
ず
、
立
法
府
に
敬
譲
し
た
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
優
生
思
想
の
是

非
を
判
断
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
立
法
府
の
判
断
を
尊
重
す
る
と
し
た
場
合
に
は
や
む
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

優
生
思
想
を
是
と
し
た
上
で
立
法
判
断
を
尊
重
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
優
生
思
想
が
正
し
い
と
い
う
実
体
判
断
を
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
点
、
本
判
決
は
優
生
思
想
に
基
づ
く
強
制
不
妊
の
実
践
が
公
共
の
福
祉
に
適
う
と
し
、
生
ま
れ
て
く
る
本
人
に

と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
望
ま
し
く
な
い
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
優
生
思
想
の
是
非
に
関
す
る
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に

や
む
を
え
な
い
判
断
だ
っ
た
と
い
う
理
由
は
通
用
し
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
き
わ
め
て
緩
や
か
な
基
準
で
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
司
法
は
政
治
部
門
（
州
）
の
判
断
に
従
っ

た
だ
け
で
あ
り
、
司
法
が
自
ら
積
極
的
に
判
断
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
反
論
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
も
そ
も

懐
疑
主
義
者
と
目
さ
れ
る
ホ
ー
ム
ズ
裁
判
官
が
な
ぜ
優
生
思
想
に
基
づ
く
政
策
に
何
ら
疑
い
を
抱
か
な
か
っ
た
の
か
な
ど
、
様
々
な

疑
問
が
浮
か
ぶ
判
決
で
あ
る
。

Ⅱ　

優
生
政
策
に
対
す
る
人
権
の
優
越

1　

Skinner v. O
klahom

a

判
決

　

も
っ
と
も
、
そ
の
一
五
年
後
、
連
邦
最
高
裁
に
も
変
化
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、
ホ
ー
ム
ズ
裁
判
官
は

表
現
の
自
由
の
分
野
で
合
憲
性
審
査
を
厳
し
く
行
う
よ
う
に
な
り
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
（Louis D

. Brandeis

）
裁
判
官
と
と
も
に
積

極
的
に
少
数
意
見
を
書
く
よ
う
に
な
る
と
、
世
間
的
に
も
権
利
保
障
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
三
六

年
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
対
す
る
司
法
態
度
の
転
換
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
コ
ー
ト
が
始
ま
り
、
リ
ベ
ラ
ル
裁
判
官
が
多

数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
有
名
な
一
九
三
八
年
のU

nited States v. Carolene Products Co.

連
邦
最
高
裁
判
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決
（
（6
（

の
ス
ト
ー
ン
（H

arlan Fiske Stone

）
裁
判
官
の
脚
注
四
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
少
数
派
の
権
利
保
護
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
犯
罪
者
に
対
す
る
強
制
不
妊
の
合
憲
性
が
判
断
さ
れ
た
の
が
一
九
四
二
年
のSkinner v. 

O
klahom

a

連
邦
最
高
裁
判
決（

（6
（

で
あ
っ
た
。

　

ス
キ
ナ
ー
（Jack T

. Skinner

）
は
、
一
九
二
六
年
に
窃
盗
罪
、
一
九
二
九
年
に
強
盗
罪
、
一
九
三
四
年
に
強
盗
罪
で
有
罪
判
決

を
受
け
て
い
た
。
ス
キ
ナ
ー
の
収
監
中
に
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
一
九
三
五
年
常
習
犯
強
制
不
妊
法
（H

abitual Crim
inal 

Sterilization A
ct

（
（6
（

）
を
制
定
し
、
二
回
以
上
不
道
徳
重
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
強
制
不
妊
を
科
す
と
し
、
裁
判
所
ま
た
は
陪
審
が

常
習
犯
に
該
当
し
強
制
不
妊
が
妥
当
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
手
続
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
六
年
、
ス
キ
ナ
ー
は
本
法
に
基
づ
く
強

制
不
妊
の
可
否
を
め
ぐ
る
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
強
制
不
妊
を
可
と
す
る
判
断
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
ス
キ
ナ
ー
は
強
制
不
妊
が

修
正
一
四
条
に
反
す
る
と
主
張
し
、
最
終
的
に
連
邦
最
高
裁
で
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ダ
グ
ラ
ス
（W

illiam
 O

. D
ouglas

）
裁
判
官
の
法
廷
意
見
は
、
当
事
者
に
よ
っ
て
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
限
界
逸
脱
、
遺
伝
可
能
性
に

つ
い
て
の
聴
聞
欠
如
、
残
虐
な
刑
罰
に
該
当
す
る
な
ど
の
問
題
が
主
張
さ
れ
た
が
、
本
件
で
は
平
等
保
護
と
の
関
係
が
主
な
争
点
で

あ
る
と
し
て
、
平
等
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

法
廷
意
見
は
、「
先
例
が
示
す
ル
ー
ル
に
基
づ
き
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に
対
し
て
敬
譲
を
払
う
も
の
の
、
そ
れ
で
も
本
件
立
法
は
平
等

保
護
条
項
に
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
件
は
人
間
の
基
本
権
に
影
響
を
与
え
る
立
法
の
問
題
で
あ
る
。
婚
姻
や
生
殖
は
ま

さ
に
種
の
存
在
や
存
続
に
関
わ
る
重
要
事
項
で
あ
る
。
強
制
不
妊
を
命
じ
る
権
力
が
わ
ず
か
に
で
も
発
動
さ
れ
た
ら
、
広
範
か
つ
破

壊
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
が
邪
悪
な
手
に
わ
た
れ
ば
、
多
数
派
集
団
に
敵
対
す
る
種
を
衰
退
さ
せ
た
り
消
滅
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
が
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
法
が
個
人
に
対
し
て
実
施
さ
れ
て
も
救
済
策
は
な
い
。
州
が
行
う
こ
の
種
の
実
験
は

個
人
に
回
復
不
可
能
な
損
害
を
与
え
る
。
当
該
個
人
は
基
本
的
自
由
を
永
遠
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る（

（6
（

」
と
述
べ
、
本
法
が
基

本
的
権
利
お
よ
び
平
等
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
し
た
。
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法
廷
意
見
は
続
け
て
本
法
が
い
か
な
る
点
で
平
等
違
反
に
な
る
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
横
領
犯
は

免
除
さ
れ
る
が
、
重
窃
盗
を
三
回
犯
し
た
者
が
強
制
不
妊
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
明
ら
か
な
差
別
で

あ
る
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
、
不
法
侵
入
、
偽
計
、
詐
欺
に
よ
っ
て
盗
み
を
働
い
た
者
は
横
領
を
行
っ
た
者
が
有
し
て
い
な
い
生
物
学

的
に
遺
伝
す
る
特
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
お
う
と
は
し
て
い
な
い
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
が
行
う
詐
欺
に
よ
る
盗
み
と
横
領
に
よ
る
盗
み

の
境
界
線
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
欺
罔
す
る
意
図
を
持
っ
て
当
該
財
産
を
自
分
の
物
に
な
る
よ
う
に
移
転
さ
せ
る
と
き
に
決
定
さ

れ
る
。
こ
の
境
界
線
は
優
生
学
的
に
重
要
で
あ
る
と
推
定
さ
せ
る
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
根
拠
す
ら
存
在
せ
ず
、
犯
罪
的
特
性
の
遺
伝
が

刑
法
に
よ
る
こ
れ
ら
二
つ
の
犯
罪
を
分
け
る
明
確
な
法
的
区
別
に
基
づ
く
わ
け
で
も
な
い
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
刑
法
で
は
窃
盗
も
横

領
も
罰
金
や
収
監
の
量
刑
が
同
じ
で
あ
る
。
強
制
不
妊
が
な
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
の
み
、
法
が
異
な
る
痛
み
と
罰
を
与
え
て

い
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
著
し
く
不
自
然
な
境
界
線
が
引
か
れ
て
し
ま
う
と
、
平
等
保
護
条
項
は
空
文
化
し
て
し
ま
う（

（6
（

」。

　

こ
の
よ
う
に
法
廷
意
見
は
本
法
が
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
し
た
が
、
最
後
に
合
憲
限
定
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
述
べ

て
い
る
。「
本
法
は
合
憲
限
定
解
釈
が
可
能
な
条
項
で
あ
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
適
用
が
平
等
保
護
の
問
題
を
解
決
す

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
判
断
し
な
い
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
最
高
裁
は
合
憲
限
定
解
釈
の
可
能
性
に
触
れ
る
こ
と
な
く
本
法
を
合
憲
と

し
た
。
そ
の
た
め
、
本
法
を
上
告
人
に
適
用
で
き
る
と
解
釈
し
て
し
ま
う
と
致
命
的
な
差
別
を
永
続
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況

に
あ
る
。
こ
の
憲
法
上
の
疑
義
を
取
り
除
い
て
適
用
さ
れ
る
合
憲
限
定
解
釈
が
可
能
か
ど
う
か
は
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
裁
判
所
の
判
断
に

残
さ
れ
た
課
題
と
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
法
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
強
制
不
妊
が
な
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は

確
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
再
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
強
制
不
妊
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
強
制
不
妊
の
対
象
と
な

る
犯
罪
の
種
類
を
拡
大
す
る
か
狭
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
憲
法
上
の
疑
義
が
解
消
さ
れ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（6
（

」。

　

こ
う
し
て
法
廷
意
見
は
合
憲
限
定
解
釈
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
本
法
が
平
等
違
反
に
な
る
と
し
て
違
憲
判
断
を
下
し
た
が
、
適
正

手
続
上
問
題
が
な
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
強
制
不
妊
自
体
が
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
判
断
し
な
か
っ
た
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た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
二
つ
の
同
意
意
見
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

適
正
手
続
の
問
題
に
つ
い
て
は
ス
ト
ー
ン
裁
判
官
が
同
意
意
見
で
補
足
し
て
い
る（

（6
（

。
ス
ト
ー
ン
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
州
が
社
会
に

損
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
強
制
不
妊
を
行
う
こ
と
自
体
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
強
制
不
妊
を
実
行
す
る

前
に
そ
の
よ
う
な
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
明
さ
せ
る
機
会
を
対
象
者
に
与
え
な
け
れ
ば
適
正
手
続
上
の
問
題
が
生
じ
る
と
し
た
。

　

一
方
、
強
制
不
妊
自
体
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
が
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（Robert H

. Jackson

）
裁
判
官
で
あ
る（

（6
（

。
ジ
ャ
ク
ソ
ン

裁
判
官
は
、「
き
わ
め
て
曖
昧
な
形
で
特
定
さ
れ
た
種
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
遺
伝
す
る
か
ど
う
か
が
明
ら
か
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
を
根
絶
す
る
と
い
う
優
生
目
的
の
た
め
に
個
人
を
強
制
不
妊
す
る
現
在
の
方
法
は
重
大
な
憲
法
問
題
を
惹
起
す
る
。
連
邦

最
高
裁
は
、
白
痴
の
よ
う
な
明
ら
か
に
観
察
対
象
に
さ
れ
る
者
に
対
す
る
実
験
を
認
め
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
そ
れ
が
三
世
代
に
わ

た
っ
て
き
た
も
の
で
、
遺
伝
し
、
将
来
世
代
に
も
続
く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
多
数
派
の
代
表
で
あ
る
立
法
府
は
少
数
派
の
尊
厳
、

人
格
、
そ
の
他
諸
々
の
自
然
権
を
犠
牲
に
し
て
生
物
的
実
験
を
行
い
う
る
と
し
て
も
―
―
た
と
え
多
数
派
が
犯
罪
者
と
み
な
し
た
者

に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
―
―
そ
れ
に
は
超
え
て
は
な
ら
な
い
限
界
が
あ
る
。
本
法
は
そ
の
限
界
を
検
討
せ
ず
に
違
憲
と
さ
れ
た

が
、
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
そ
う
し
た
問
題
が
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て

言
及
し
た
次
第
で
あ
る（

（6
（

。」
と
述
べ
、
強
制
不
妊
自
体
が
抱
え
る
憲
法
問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
のSkinner

判
決
は
強
制
不
妊
が
は
ら
む
様
々
な
憲
法
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
生
殖
が
基
本
的
権
利（

（7
（

に
関
わ
る
重
要

事
項
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
機
能
を
失
わ
せ
る
強
制
不
妊
は
当
該
基
本
的
権
利
に
文
字
通
り
破
壊
的
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た

ら
す
。
そ
の
た
め
、
強
制
不
妊
は
重
要
な
権
利
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次

に
、
平
等
違
反
と
の
関
連
性
で
あ
る
。
強
制
不
妊
が
基
本
的
権
利
に
重
大
な
侵
害
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
刑
罰
と
し
て
そ
れ

を
科
す
の
で
あ
れ
ば
当
該
犯
罪
に
つ
い
て
の
み
強
制
不
妊
を
科
す
こ
と
の
区
別
の
合
理
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
類
似
の
犯

罪
に
つ
い
て
根
拠
な
く
強
制
不
妊
を
科
さ
な
い
こ
と
が
平
等
違
反
に
な
る
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
法
廷
意
見
は
そ
も
そ
も
刑
罰
と
し
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て
強
制
不
妊
を
科
す
こ
と
の
合
憲
性
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
が
ジ
ャ
ク
ソ
ン
同
意
意
見

で
あ
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
裁
判
官
は
基
本
的
権
利
を
犠
牲
に
し
て
行
う
実
験
に
は
限
界
が
あ
る
と
し
、
強
制
不
妊
の
合
憲
性
に
重
大
な

疑
義
を
呈
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
と
ナ
チ
ス
が
行
っ
た
優
生
政
策
に
対
す
る
批
判
と
も
相
ま
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら

一
九
七
〇
年
代
に
な
る
ま
で
に
強
制
不
妊
を
廃
止
す
る
州
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（7
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
法
廷
意
見
は
実
体
的

権
利
と
の
関
係
で
疑
義
を
呈
し
な
が
ら
も
、
平
等
違
反
に
よ
っ
て
違
憲
判
断
を
下
し
た
こ
と
に
加
え
、Buck v. Bell

判
決
を
覆
さ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
強
制
不
妊
を
維
持
し
続
け
る
州
も
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
法
廷
意
見
に
お
い
て
も
生
殖
事
項
を
基
本
的
権
利
で
あ
る
と
し
、
強
制
不
妊
が
そ
れ
を
強
く
制
約
す
る
と
考
え
て
い

る
節
が
あ
る
。
こ
れ
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
同
意
意
見
を
重
ね
る
と
、
そ
の
方
法
自
体
が
尊
厳
や
人
格
を
犠
牲
に
す
る
た
め
、
合
憲
性
に
問

題
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
強
制
不
妊
は
生
殖
に
関
す
る
問
題
と
尊
厳
に
関
す
る
問
題
を
は
ら
む
可
能
性

が
出
て
き
た
。

　

前
者
は
生
殖
に
関
す
る
権
利
ひ
い
て
は
自
己
決
定
に
連
な
る
系
列
の
問
題
で
あ
り
、
後
者
は
強
制
不
妊
に
固
有
の
尊
厳
の
問
題
で

あ
り
、
本
来
的
に
は
別
の
憲
法
問
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
強
制
不
妊
自
体
の
憲
法
問
題
に
つ
い
て
は
裁
判
で
明
確
な
判
断
が
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
広
く
生
殖
に
関
す
る
問
題
と
し
て
収
斂
す
る
形
と
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
下
級
審
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
強
制
不
妊
自
体
の
合
憲
性
判
断
を
行
わ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
と
し
てPoe v. 

Lynchburg

連
邦
地
裁
判
決（

（7
（

が
挙
げ
ら
れ
る
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
一
九
二
四
年
に
知
的
障
害
者
の
強
制
不
妊
を
認
め
る
法
律
を
制

定
し
て
い
た
が
、Roe v. W

ade

連
邦
最
高
裁
判
決（

（7
（

の
翌
年
で
あ
る
一
九
七
四
年
に
そ
れ
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
、
強
制
不
妊
の
対

象
と
さ
れ
た
人
々
が
訴
訟
を
提
起
し
、
同
法
が
違
憲
で
あ
っ
た
こ
と
の
宣
言
な
ど
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
連
邦
地
裁
は
、
す

で
に
強
制
不
妊
の
法
律
は
一
九
七
四
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裁
判
所
が
合
憲
性
を
審
査
す
る
権
限
が
な
い
と
し
て
請
求
を
却
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下
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
強
制
不
妊
の
問
題
は
生
殖
に
関
す
る
自
己
決
定
と
尊
厳
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
判
例
法
理
と
の
関
係
で
は
中
絶
関
連

の
判
断
を
ヒ
ン
ト
に
そ
の
憲
法
適
合
性
を
考
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2　

自
己
決
定
お
よ
び
尊
厳
と
の
関
係

　

強
制
不
妊
の
合
憲
性
の
審
査
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
一
方
で
、
現
在
進
行
系
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
避
妊
や
生
殖
に
関
す
る
憲
法

問
題
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
判
断
が
相
次
い
だ
。
と
り
わ
け
、
中
絶
規
制
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
問
題
で
はRoe

判
決
が
中
絶
の
権

利
を
認
め
た
後
も
、
そ
の
是
非
を
め
ぐ
る
問
題
が
司
法
の
場
で
争
わ
れ
、
そ
の
際
に
中
絶
の
権
利
の
根
拠
な
ど
も
言
及
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

相
対
多
数
意
見
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、Roe

判
決
を
維
持
し
、
さ
ら
に
中
絶
の
権
利
の
根
拠
を
固
め
た
の
が
一
九
九
二
年
の

Planned Parenthood v. Casey

連
邦
最
高
裁
判
決（

（7
（

で
あ
っ
た
。
相
対
多
数
意
見
は
不
当
な
負
担
の
テ
ス
ト
を
提
示
し
て
配
偶
者

同
意
要
件
を
違
憲
と
し
た
が
、
そ
の
際
に
中
絶
に
関
す
る
自
己
決
定
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
我
が
国
の
法
は
婚
姻
、
生
殖
、
避
妊
、
家
族
形
成
、
養
育
、
教
育
に
関
す
る
自
己
決
定
を
憲
法
上
保
護
し
て
い
る
。
判
例
は
〝
婚

姻
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
を
持
つ
か
ど
う
か
と
い
っ
た
よ
う
な
人
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
事
柄
に
つ
い
て
政

府
の
不
当
な
介
入
か
ら
免
れ
る
個
人
の
権
利
〟
を
認
め
て
き
た
。
先
例
は
〝
国
家
が
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
家
族
生
活
と
い
う
私
的

領
域
を
尊
重
し
て
き
た
〟
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
人
生
を
左
右
し
う
る
最
も
親
密
か
つ
個
人
的
な
選
択
、
す
な
わ
ち
個
人

の
尊
厳
や
自
律
の
軸
と
な
る
選
択
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
修
正
一
四
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
自
由
の
中
核
を
占
め
る
も
の
で
あ

る
（
（7
（

」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
簡
潔
に
い
え
ば
、
生
殖
等
に
関
す
る
決
定
が
個
人
の
尊
厳
と
自
律
に
関
わ
る
事
項
で
あ
り
、
そ
れ
が
修

正
一
四
条
で
保
護
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
生
殖
に
関
す
る
自
己
決
定
を
制
約
す
る
こ
と
は
尊
厳
を
貶
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め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

こ
れ
を
強
制
不
妊
と
の
関
係
で
考
え
る
と
、
強
制
不
妊
は
中
絶
規
制
以
上
に
強
く
自
己
決
定
を
制
約
し
、
か
つ
有
無
を
言
わ
さ
ず

生
殖
機
能
を
奪
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
個
人
の
尊
厳
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
と
も
と
、
連
邦
最
高
裁
の

判
例
に
お
い
て
「
尊
厳
」
が
姿
を
見
せ
始
め
た
の
はSkinner

判
決
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
同
意
意
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
のCasey

判
決
に
よ
っ
て
中
絶
問
題
と
リ
ン
ク
し
、
さ
ら
に
同
性
愛
や
同
性
婚
の
事
案
で
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
強
制
不
妊
の

問
題
は
、
自
己
決
定
、
そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
尊
厳
に
密
接
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

3　

中
絶
・
優
生
・
尊
厳
―
―
中
絶
と
の
異
同

　

こ
の
よ
う
に
、
判
例
法
理
か
ら
す
れ
ば
、
強
制
不
妊
の
問
題
は
生
殖
に
関
す
る
自
己
決
定
や
尊
厳
の
侵
害
と
い
う
点
で
中
絶
問
題

や
同
性
愛
問
題
と
同
一
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
基
本
的
に
は
国
家
か
ら
の
介
入
を
排
除
す
る
自
由
権
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
国
家
が
選
択
を
押
し
付
け
た
り
当
該
選
択
に
対
し
て
不
利
益
や
刑
罰
を
与
え
た
り
す
る
場
合
に
は
、
自
己
決
定
や
尊

厳
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
侵
害
の
程
度
か
ら
す
れ
ば
、
強
制
不
妊
の
問
題
が
最
も
強
い
侵
害
を
受
け
る
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
規
制
態

様
に
も
よ
る
が
、
一
般
的
に
は
中
絶
規
制
や
同
性
愛
規
制
は
罰
則
覚
悟
で
あ
れ
ば
規
制
さ
れ
た
行
為
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
換
言

す
れ
ば
法
令
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
の
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
強
制
不
妊
は
そ
も
そ
も
選
択
の
余
地
が
な
く
、
し
か

も
身
体
に
有
形
力
が
加
え
ら
れ
、
多
く
の
場
合
、
生
殖
機
能
は
不
可
逆
的
に
喪
失
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
自
己
決
定
お
よ
び
尊
厳
に

対
す
る
侵
害
の
程
度
は
、
強
制
不
妊
の
方
が
は
る
か
に
強
い
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
上
に
、
強
制
不
妊
の
根
底
に
あ
る
優
生
思
想
は
中
絶
の
文
脈
に
お
い
て
重
大
な
問
題
を
惹
起
す
る
。
中
絶
に
は

様
々
な
理
由
が
あ
り
う
る
が
、
そ
の
理
由
に
優
生
的
要
因
が
絡
む
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
生
前
診
断
に
よ
り
障
害
が
見
つ
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か
っ
た
場
合
に
中
絶
を
行
う
こ
と
が
そ
れ
に
当
た
る
。
い
わ
ゆ
る
選
択
的
中
絶
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
染
色
体
異
常
が
見

つ
か
り
ダ
ウ
ン
症
な
ど
の
障
害
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
中
絶
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
中
絶
の
権
利
が
中
絶
を
行
う
自
己
決
定
を
意

味
す
る
と
す
れ
ば
、
か
か
る
選
択
的
中
絶
も
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ

は
優
生
的
観
点
か
ら
選
択
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
優
生
思
想
と
リ
ン
ク
す
る
。
そ
の
結
果
、
尊
厳
の
維
持
と
い
う
点
に
お
い

て
中
絶
問
題
と
強
制
不
妊
の
問
題
に
お
い
て
共
通
の
基
盤
を
有
し
て
い
た
は
ず
の
生
殖
に
関
す
る
自
己
決
定
は
内
部
衝
突
を
起
こ
す

こ
と
と
な
る
。
中
絶
の
選
択
が
優
生
思
想
と
つ
な
が
り
、
人
（
胎
児
）
の
尊
厳
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

か
か
る
問
題
は
、
二
〇
一
九
年
のBox v. Planned Parenthood of Ind. &

 K
y., Inc.

連
邦
最
高
裁
判
決（

（7
（

に
お
け
る
ト
ー
マ

ス
（Clarence T

hom
as

）
裁
判
官
の
同
意
意
見（

（7
（

で
言
及
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
裁
判
官
は
、
中
絶
が
優
生
思
想
の
道

具
に
な
る
潜
在
的
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
こ
の
同
意
意
見
の
み
な
ら
ず
、
二
〇
二
二
年
にRoe

判
決
を
覆
し
て
中
絶
の
権

利
を
否
定
し
たD

obbs

判
決
の
リ
ー
ク
文
書
に
も
そ
う
し
た
記
述
が
あ
り
、
ま
た
か
つ
て
サ
ン
ガ
ー
は
黒
人
を
減
ら
す
た
め
に
産

児
制
限
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
の
で
、
中
絶
は
優
生
思
想
に
リ
ン
ク
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（7
（

。
こ
の
よ
う
に
、
優
生
問
題
は
中
絶

問
題
と
絡
み
合
う
こ
と
で
自
己
決
定
や
尊
厳
と
い
う
共
通
基
盤
を
確
保
す
る
反
面
、
両
者
は
対
立
す
る
側
面
も
あ
る
。

　

一
方
、
強
制
不
妊
が
人
種
的
改
良
を
目
論
む
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中
絶
で
は
白
人
中
流
階
級
以
上
の
女
性
も
そ
れ
を
求
め

る
の
で
、
有
色
人
種
の
貧
困
を
な
く
す
と
い
う
優
生
的
理
由
が
登
場
せ
ず
、
優
生
と
い
う
観
点
か
ら
中
絶
の
問
題
と
強
制
不
妊
の
問

題
を
同
一
レ
ベ
ル
で
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る（

（7
（

。
優
生
を
利
用
す
る
目
的
の
違
い
あ
る
い
は
科
学
的
実
証
性
の
有

無
の
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
選
択
的
中
絶
な
ど
が
正
当
化
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

優
生
の
憲
法
問
題
の
検
討
を
進
め
る
上
で
中
絶
問
題
の
考
察
も
欠
か
せ
な
い
と
い
え
る
。



51

優生と憲法

後　

序

　

本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
優
生
政
策
の
展
開
を
概
観
し
な
が
ら
、
強
制
不
妊
な
ど
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
判
例
を
考
察
し
、

そ
れ
が
い
か
な
る
憲
法
問
題
を
惹
起
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
司
法
が
中
心
と
な
っ
て
優
生
政
策
の
合

憲
性
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
最
初
か
ら
個
人
の
権
利
を
保
護
し
て
き
た
と
は
い
え
ず
、
当
初
は
優
生
政

策
を
支
持
し
て
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
当
時
、
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
行
使
に
よ
っ
て
個
人
の
権
利
が
制
限
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
必
ず
し
も
そ
の
合
理
性
に
つ
い
て
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
優
生
思
想
が
二
つ
の
世
界
大
戦
の
狭

間
で
有
力
に
提
唱
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
重
な
り
、
強
制
不
妊
が
容
認
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
、Skinner

判
決
の
登
場

に
よ
り
強
制
不
妊
の
合
憲
性
に
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
殖
に
関
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
優

生
思
想
が
尊
厳
や
自
己
決
定
と
の
関
係
で
も
問
題
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
選
択
的
中
絶
の

よ
う
に
優
生
思
想
と
の
関
係
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
も
あ
り
、
な
お
こ
の
問
題
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

ま
た
、
直
接
的
強
制
に
至
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
事
実
上
の
強
制
の
問
題
や
未
成
年
者
の
問
題
な
ど
も
存
在
す
る
。
事
実
上

の
強
制
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
「
不
妊
手
術
を
受
け
れ
ば
子
供
を
手
元
に
戻
す
」
と
言
っ
て
お
き
な
が

ら
、
手
術
後
に
親
と
し
て
の
権
利
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る（

（8
（

。
未
成
年
者
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
た
と
え
ば
親
が
知
的
障
害
の
子
供
に
対
し
て
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り（

（8
（

、
誰
が

そ
れ
を
決
め
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
難
問
が
あ
る（

（8
（

。

　

翻
っ
て
日
本
の
状
況
を
考
察
す
る
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
強
制
不
妊
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
下
級
審
を
中
心
に
司
法
が
そ
の
救
済

に
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組
む
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
際
、
裁
判
例
が
尊
厳
に
言
及
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
ア
メ

リ
カ
の
判
例
や
裁
判
例
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
で
意
義
や
特
性
を
一
層
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
日
本
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
強
制
不
妊
の
問
題
以
外
に
も
、
中
絶
規
制
の
厳
緩
に
優
生
思
想
が
影
響
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
強
制
不
妊
で
は
医
師
に
よ
る
施
術
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
が
、
地
方
で
は
法
律
の
根
拠
な

く
地
域
ぐ
る
み
で
人
減
ら
し
の
た
め
に
高
齢
者
等
を
迫
害
す
る
こ
と
が
あ
っ
た（

（8
（

。
特
に
南
西
諸
島
で
は
人
頭
税
を
増
や
さ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
生
存
を
か
け
た
残
忍
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
あ
り（

（8
（

、
主
に
障
害
者
や
妊
婦
が
犠
牲
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら

は
明
確
な
公
権
力
の
行
使
と
し
て
実
践
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
憲
法
問
題
を
惹
起
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の

の
、
村
や
地
域
社
会
が
全
体
と
な
っ
て
優
生
的
観
点
か
ら
生
命
や
尊
厳
を
脅
か
す
事
例
に
対
し
て
憲
法
が
ど
の
よ
う
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
、
広
い
意
味
で
憲
法
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
優
生
政
策
に
は
様
々
な
憲
法
問
題
が
潜
ん
で
お
り
、
本
稿
で
検
討
し
た
内
容
を
基
に
強
制
不
妊
と
中
絶
の
関
係
や
尊

厳
の
法
理
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察
を
進
め
る
予
定
で
あ
る（

（8
（

。

（
1
）　
「
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
三
一
年
法
律
第
一
四

号
）。

（
2
）　

大
阪
高
判
令
和
五
年
三
月
二
三
日
裁
判
所
Ｈ
Ｐ
、
札
幌
高
判
令
和
五
年
三
月
一
六
日
賃
金
と
社
会
保
障
一
八
二
四
号
一
七
頁
、
東
京

高
判
令
和
四
年
三
月
一
一
日
判
時
二
五
五
四
号
一
二
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）　

仙
台
地
判
令
和
一
年
五
月
二
八
日
判
時
二
四
一
三
・
二
四
一
四
号
合
併
号
三
頁
、
一
三
頁
（
二
〇
一
九
年
）。
な
お
、
本
判
決
に
つ

い
て
は
、
小
山
剛
「
旧
優
生
保
護
法
仙
台
地
裁
判
決
を
受
け
て
―
―
人
と
し
て
の
尊
厳
」
判
時
二
四
一
三
・
二
四
一
四
号
合
併
号
一
七
頁

（
二
〇
一
九
年
）
の
他
、
多
く
の
判
例
評
釈
が
あ
る
。

（
4
）　

旧
優
生
保
護
法
補
償
法
二
一
条
「
国
は
、
特
定
の
疾
病
や
障
害
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